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(出所) 合同会社フィンウェル研究所作成

リスク性資産の比率

退職時点

年齢に合わせてリスク性資産比率を徐々に引き下げるという想定

現金から引き出して生活費
に充当することで、リスク性資
産比率を想定している比率
に近づける
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V字型のリスク資産比率

退職時点で退職金や
DCの一時払いで、リス
ク性資産比率が一気に
低下する

年齢



運用資産からの
取り崩しによる収入

預金等の
流動性資産

預金から引き出すことでリスク性資産比率を引き上げる方法

(出所) 合同会社フィンウェル研究所作成
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3All rights reserved ©FinWell Research LLC, 2023

預金等の資産を少し残す

資産の取り崩しを預金から



重要事項

• 当該資料は信頼できる情報、データをもとに合同会社フィンウェル研究所が作成しておりますが、正確性・完
全性に関して当社が保証するものではありません。

• 当該資料に記載された情報、意見は作成時点のものであり、その後の情勢の変化などによって予告なく変
更することがあります。

• いずれの情報、データ、意見は将来の傾向などを保証もしくは示唆するものではありません。

• 当該資料に係る一切の権利は引用部分を除いて弊社に所属し、いかなる目的であれ当該資料の一部ま
たは全部の無断での使用・複製は固くお断りします。

合同会社フィンウェル研究所
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